
新
規

継
続

■ □

■ □

■ □

□ □

□ □

①「お出かけ手伝い隊」を「お出かけサポーター」に名称変更し、いずみ野地域ケアプラザで開催されている居場所「お出
かけカフェ」への送迎や通院介助等実施し、順調に活動の輪を拡げています。「お出かけカフェ」の日は必ず定例会を開催
し、情報交換等行っていますが最近は送迎だけでなく掃除等の依頼もあり、自治会単位の「支え合いの仕組みづくり」に発
展することを検討するまでになりました。この取組みは県社会福祉協議会の研修事例(県で2事例)に選ばれるなど多方面
で良い評価をいただきました。
②ケアプラザ祭りはコロナ禍で中止としましたが、11月に、万全な感染対策の上「健康フェステバル」を開催しました。近隣
の白寿荘や泉消防署、和泉台病院、なの花薬局、クリエイト、ヤクルトさんの協力を得て、地域の方が健康に関する啓発
とケアプラザの周知を行うことができました。
③コロナ禍の中、小学生向けの認知症サポーター養成講座は開催できませんでしたが、地域イベントを通していずみ野小
学校との連携が深まったことから次年度に開催できることになりました。「健康フェステバル」でボランティアをしてくれた秀
英高校にも声をかけていきます。

□ 区からのコメント
・広報誌やホームページを充実させるとともに、シニアクラブをはじめ多くの関係機関との連携を密にし、身近な相談機関
としてのケアプラザの周知を積極的に行っています。また、近隣の学校との連携を積極的に図りながら地域での見守りに
つながる活動が進められており、今後の事業展開に期待します。
・「お出かけサポーター」の取組は、コロナ禍でも途切れることなく利用者のニーズに沿ったサービス提供を行うなどイン
フォーマルサービスとして非常に素晴らしい活動となりました。丁寧な調整等を行い「おたがいさま」の輪を広げる事業展
開も目を見張るものがあります。泉区アクションプランにも掲載させて頂き、次年度のさらなる発展を期待しています。
・認知症支援においては、他エリア認知症カフェへの参加、認知症サポーター養成講座の取組拡大など幅広く活動できて
いました。来年度のチームオレンジの展開を期待しています。　また、広報誌などを活用し、包括の取組については幅広く
周知できていました。エリアに多く点在する医療機関・薬局に対しては、ケアプラザの役割周知や顔の見える関係づくり
を、さらに推進いただければと思います。引き続き、他エリア包括への橋渡しなど、ご協力をお願いします。

令和３年度 いずみ野地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
【地域の現状】
・いずみ野地域ケアプラザは、いずみ野駅に隣接しています。駅前は商業施設や飲食店があり大変活気があ
る街となっています。クリニックも駅周辺には多くあり医療面でも恵まれた地域です。一方駅から離れると、買
い物をするお店や病院が少なく、住宅街や農耕地が広がっています。弥生台地区は、戸建てが多く、多世代で
居住している方も多い地域です。いずみ野・弥生台共にエレベーターのない集合住宅があることから、今後は
高齢者の方々の、外出・通院・買い物といった移動に対する支援のニーズが多くなると考えられる地域です。
【今後の方向性】
・地域住民の方とともに、地域に必要な移動や外出支援に関する仕組みづくりをさらに進めます。
・地域住民の方とともに、住みやすい街づくりを考え、生きがいにつながるような活動を創生出来るよう職員全
員で取組みます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

・令和2年度に立ち上がったサポーター「旧お出かけ手伝い隊」プロジェクトの活動の活性化と、活動の
担い手となる方が増えていき、生きがいへと繋がるような活動となるよう支援します。

・近隣の福祉施設や公的機関と協力して、新たなイベント（スタンプラリー）を秋に開催します。また、ケ
アプラザ
　まつりの開催等イベントを通じて、地域住民の誰もが、気軽に利用できる開かれた施設となるよう働き
かけます。

・小学生を対象に認知症サポータ養成講座開催や、高齢者の体験等を実施して、若い世代に認知症
への対応と理解が進むよう取組みます。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

目標

実施
体制

利用
料金
・

実費
負担

職員
体制

契約
者数
等 【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

132 39

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

一人ひとりの個別性に合わせたプランを作成し、その
方らしい自立した生活が継続できるよう支援します。

包括4職種（主任ケアマネジャー、社会福祉士、看護
師）
介護予防プランナー　合計4名

居宅介護支援事業

できる限り住み慣れた地域で尊厳のある自立した生
活が送れるよう支援します。

主任介護支援専門員、介護支援専門員（常勤兼務1
名）、介護支援専門員（予防プランナー兼務）　合計3
名

令和３年度地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

・お客様個々の状態をアセスメントし、公正・中立性を
確保した視点に立ち、その方のニーズに合致した情
報の提供を行います。情報の整理についても、公正・
中立性を確保できるよう５職種会議にて話し合いを行
います。

ケアプランや介護サービスを選定する際も、その方の
ニーズに合わせた資料を用意し、ご利用者様に選ん
でいただきました。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・法人の規程に則り、個人情報関連書類等は鍵のか
かる場所への保管を徹底します。
・個人情報の郵送やFAX送信時は、法人の規定に則
りダブルチェックを行い個人情報漏洩防止に取組ま
す。
・個人情報の漏洩や紛失につながらないよう、個人
情報の保護と事故防止の研修を実施し、職員一人ひ
とりが自覚を持つことで事故防止に取組みます。

個人情報の保護について所内研修を２回実施しまし
た。１年間、個人情報漏洩の事故件数は０でした。



いずみ野地域ケアプラザ

1 介護者のつどい H28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

介護している方、介護経験者、介護に興味
のある方などが集い、交流会を行う。介護
者同士の交流や情報交換、また専門職か
らの情報提供を通じて、介護者の支援を
行う。

１：高齢者

介護者同士がそれぞれ日頃の思いや介
護についての苦労や工夫などを話し、情
報交換をすることで、介護疲労の軽減と交
流の場を提供する。
２か月に１回（奇数月）開催。

5 18

2
いずみ野カフェ
「デ・アイ」

H29年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

認知症カフェの開催について後方支援とし
て関わり、認知症の当事者や家族の支援
を行う。 １：高齢者 5：地域

毎月第4日曜日実施。
貸室登録団体『いずみ野カフェ「デ・アイ」』
と共催。認知症カフェで介護者や当事者の
居場所や情報を発信する場を提供する。

12 195

3 いずみ野わくわく祭り H29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

地域の方に、ケアプラザを周知する。
ボランティアグループや地域団体の
活動の場を提供する。

５：地域

年1回、令和3年度は9月の3週目に実施予定。
当日、横浜市・相鉄企業共催の「いずみ野マル
シェ＋」のイベントと同時開催。
ケアプラザ祭りで、貸室団体のステージ発表や
ワークショップ・ボランティアの活動の機会提供
を行う。

0 0

4 ヨガストレッチ H29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

40～50歳代を対象とし、健康増進及びケ
アプラザの周知を目的とする。

５：地域

毎月第4木曜日実施。初心者の方も参加
可能。ヨガマットを使用し、ヨガを行う。

7 64

令和３年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

5 ベビーヨガ＆ママヨガ H29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

親子のふれあいの場を提供する。

３：養育者及
び乳幼児

毎月第1･4木曜日実施。令和3年度は0歳
児の居場所の確保を目的に2ヶ月からのク
ラスを新たに創設。2歳児対象。月齢別に
クラスを分け、親子の対話を大切にしなが
ら、それぞれの月齢の状況に合わせたヨ
ガを行う。

23 306

6 おさんぽ塾 H29年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

いずみ野地域ケアプラザのスローガンであ
る「いつまでもずっと元気でみんながのぞ
む安心して暮らせるまちづくり」を地域に広
めていく取り組み。

１：高齢者

全10回。毎月第3月曜日に実施。医療・介
護・老い支度、介護予防・終活などのテー
マの講座を実施。地域の関係機関などに
も協力を得て講師を依頼する。

6 101

7 みちくさ塾 H29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

仕事帰りの40～50歳代の方を対象に、健
康増進・生きがいづくり・ケアプラザの周知
の目的で行う。 ５：地域

夜間講座。手芸・・アロマなど興味のあるよ
うな講座を実施

3 42

8 ストレッチ教室 Ｒ2年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

ケアプラザで初めての講座に参加をする
方を対象とする。
ケアプラザの他の事業へ繋げるための入
り口の講座として位置付けている。

１：高齢者

体に負担の少ないストレッチを中心に運動
を行う。
講師は既にケアプラザで実績のある外部
講師が担当。
4月より開始

9 76

9 おはなし会 H29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

乳幼児を持つ親の居場所づくりを目的とす
る。

３：養育者及
び乳幼児

全11回。毎月第3水曜日。ボランティアの
方が講師を担当。手遊び、絵本、わらべう
たを行う。近隣の乳幼児の一時預かり「と
もとものおうち」の児童も参加。

7 28

10 シニアボランティアポイント講座 R2年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取り
組み

ボランティアの発掘及び、
ケアプラザのボランティア活動の情報提供
を目的とする。

１：高齢者

ボランティア初心者を対象とした、ボラン
ティア活動導入講座。
泉区社会福祉協議会の協力を得て、ボラ
ンティアの概要について講義してもらう。
3月開催

1 11



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

11 メンズ体操教室 H29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

男性高齢者の方の健康増進・認知症予防
と居場所づくりを目的とする。

１：高齢者

毎月第2月曜日実施。男性と限定すること
で安心して参加できる場を提供。椅子で行
う筋トレ・ストレッチとコグニサイズを実施。 12 122

12 極飯（きわみめし） Ｒ2年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取り
組み

地域の男性の居場所の中で、ケアプラザ
や極み飯のボランティアとの顔の見える関
係づくりと信頼関係の構築を進め、将来的
にボランティア活動のきっかけを作る。参
加者の得意なことを、地域へ繋げることを
目的とする。

１：高齢者

・偶数月、年6回開催。
・コロナ感染対策に努め、短時間で作るレ
シピを考案。料理教室の後に、参加者の
得意な「美味しいい珈琲の淹れ方」を実践
し、今年度、開催予定のケアプラ祭りや地
域の文化祭等で披露していただく。

5 22

13 ベビーマッサージ R1年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

親子のふれあいの場の確保。
母親、父親のレスパイトを目的とする。

３：養育者及
び乳幼児

前年度まで行ってきていたﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｰｼﾞを
講師を変更し、リニューアルでスタート。毎
月第1金曜日に開催。4回を1クールとし
て、0歳児の親子の居場所の確保を目的と
する。

8 89

14
コーヒー講座
（男性限定の講座）

R3年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

男性の場所づくり
コーヒーを通じて、地域のボランティア活動
へ繋げていく ５：地域

男性を対象とした事業。
講師は外部から招へい。
複数回での講座を予定。知識から、実践編まで
行い、最終的には参加者一人でコーヒーが入
れられるようになることを目標とする。

0 0

15 ボランティア・ステージ R3年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

ケアプラザの貸室登録団体の活動の場の
確保。
福祉保健活動の位置づけで、たくさんの人
に団体を知ってもらい、活躍の場を広げる ５：地域

前年度までは「いこいのいずみ」という地
域の方が来やすい事業を展開していた
が、たくさんの活動団体が活動場を感染症
禍で失ってしまったので、改めて団体の活
動を、ケアプラザで地域に披露し活動を支
援する。

5 65

16 ボランティア交流会 Ｒ30年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

①ボランティア同士の横のつながりを作
る。
②ボランティアを受け入れている様々な自
主事業の情報提供を行う。
③新たなボランティアの発掘

７：その他

ケアプラザで
活動する個
人・団体ボラ
ンティア

ボランティア自己紹介・パワーポイントを使
用したケアプラザで受け入れているボラン
ティアの情報提供。
ボランティア同士の意見交換会の実施。 0 0



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

17 プールで遊ぼう H31年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

親子との交流の場
子育てしている親へのケアプラザの周知

３：養育者及
び乳幼児

７～８月にかけて実施。事業の運営につい
ては、横浜市和泉保育園・特別養護老人
ホーム白寿荘の共催事業。
白寿荘の中庭を活用し、プールを設置し親
子へ開放する。

0 0

18 芝生で遊ぼう Ｒ1年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

①和泉北部子育て支援ネットワークの周
知
②特別養護老人ホーム白寿荘との連携 ３：養育者及

び乳幼児

白寿荘の芝生スペースを利用して、親子
連れに遊んでもらう。
事務局は横浜市和泉保育園・特別養護老
人ホーム白寿荘が担当する。

0 0

19
親子スライム教室
（夏講座）

Ｒ30年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

夏休みの子ども居場所づくりと、
親子の交流の場の確保を目的とする。

４：子ども・青
少年

親子

親子でスライムづくりを行う。
講師は地域の方が担当。
7～8月開催予定 1 12

20
親子クッキング（うどん等）
（夏講座）

Ｒ31年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

夏休みの子ども居場所づくりと、
親子の交流の場の確保を目的とする。

４：子ども・青
少年

親子

親子で簡単に作れるメニューで実施。
うどん等であれば、こねるところから、最終
的にはゆでて、食べるところまでを親子で
行う。
7～8月開催予定

0 0

21
キッズヨガレッチ
（夏講座）

Ｒ31年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

夏休みの子ども居場所づくりと、
親子の交流の場の確保を目的とする。

４：子ども・青
少年

親子
あるいは
養育者のみ

ヨガとストレッチの要素を取り入れ、親子で
参加できるプログラム。
好評であったため、今年度も開催予定。
7～8月開催

0 0

22 認知症サポーター養成講座 H28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

認知症の人と家族への応援者である認知
症サポーターを養成し、認知症になっても
住み続けられる地域づくりに取り組む。 ５：地域

ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ型認知症の普及強化月間にち
なみ、講座を開催する。地域住民が受講し
やすい時間と曜日を設定する。
年2回開催予定

1 16
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事業
事業の
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合計

実施
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延べ
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事業名
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対象者

従たる
対象者

(複数選択
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■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

23
認知症サポーター
フォローアップ講座

H30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

認知症サポーター養成講座を受講した
方々に、実践編として更に認知症の理解
を深める機会とする。また、認知症の理解
者として地域のボランティア活動へ繋げる
きっかけとする。

５：地域

認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座の受講者に対し、
地域の介護施設（特養とｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ）の協
力を得て、実際に認知症の方と関わる場
を提供する。ｻﾎﾟｰﾀｰとしてｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟを図
れるよう支援する。（年1回、2日間）

0 0

24 スタンプラリー Ｒ2年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

いずみ野駅周辺の公共機関の繋がりをつ
くる。
地域の様々な世代がスタンプラリーに参加
することで交流の機会を作る。地域の幅広
い年代の住民に広く地域ケアプラザの機
能と役割を周知する。

５：地域

特別養護老人ホーム白寿荘が企画。事務
局としてケアプラザ、和泉保育園が参加。
いずみ野駅周辺の公共機関が連携しスタ
ンプラリーを開催。
秋ごろ開催予定

0 0

25
いずみ中央フェスティバル
（旧スマートイルミネーション）

Ｒ30年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

地域活動交流コーディネーターの周知及
び
泉区内のコーディネーターの連携強化を
目的とする。

５：地域

7ケアプラザコーディネーターおよび社会福
祉協議会が合同でブース出展を行う。
主に金魚すくいなどを行い、親子に楽しん
でもらえるブースを予定。
主催は泉区役所。

0 0

26
エンディングノート普及啓発講
座 R2年度

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

権利擁護…意思決定支援を目的とする。

５：地域

泉区エンディングノートの説明。
相続や介護における今から知っておくこと
準備しておくことを理解する。 0 0

27 健康フェスティバル R1年度 ４：共催（１と２）
１：優先的に取り
組み

健康づくりの推進とボランティアや地域の
活動団体の活動の場

５：地域

11/13開催予定
介護予防と認知症予防の講演会と和泉北
部保健活動推進員による体力測定会等を
実施する。

1 121

28 遺言作成のポイント講座 R3年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

権利擁護事業…意思決定支援、相続の基
本を学ぶ事を目的とする。

５：地域

行政書士による、遺言の書き方について
学ぶ。遺言についてだけでなく、相続、後
見制度の基本を学べる講座とする。秋頃
の開催予定。

1 15
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事業
事業の
性質
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対象者
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対象者
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■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

30 打楽器コンサート Ｒ1年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

乳幼児の保護者にケアプラザの周知する
事を目的とする。
保護者にアンケート実施し、ニーズ調査を
併せて行う。

３：養育者及
び乳幼児

外部の団体を招集し、こどもと親が気軽に
参加できるコンサートを実施。
運営には和泉北部子育て支援ネットワー
クの協力を得る。

1 24

31
お出かけサポーター（いずみ
野）
（旧　お出かけ手伝い隊）

R２年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取り
組み

　お一人での外出が難しい高齢者が
閉じこもりがちになることでの身体機能
の低下を予防し、地域住民同士の顔
の見える関係づくりを提供することで
地域での見守り体制を構築することを
目的としている。

５：地域

毎月、定例会を開催し、ケアプラザで開催
するサロンや通院の車椅子での外出支援
を実施。定例会では、包括支援センターや
ケアマネジャーへの個別相談事例につい
て話し合い、ボランティア活動へ結んでい
る。
・交流会「お出かけカフェ」の運営・ボラン
ティア調整等
・ボランティア育成に必要な研修や他の活
動団体の見学会を予定している。

122 412

32 地域サロン支援 R１年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

地域のサロンを訪問し、地域ニーズを把握
する。住民に身近な場所のサロンに頻回
に参加することで、タイムリーに必要とする
支援を提供する。また、地域ケアプラザや
包括支援センターをもっと身近に感じてい
ただけるように、地域役員、民生委員、参
加者の皆様へ周知し、いざという時に相談
していただけるよう普及啓発に取組む。

５：地域

地域で開催されているサロン活動に訪問
時に情報提供や、それぞれの地域で必要
としている後方支援を行う。

27 223

33
自分の体と向き合う講座
（ケアプラザ編）

R2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

健康づくりと介護予防の推進を目的とす
る。

１：高齢者

全3回秋以降実施予定。
介護予防、ロコモ予防、口腔ケア、栄養に
ついて講話と演習を通して、自分の身体と
生活習慣を振り返り、セルフケアに取組
む。

3 25

34
自分の体と向き合う講座
（冬編）

R2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

健康づくりと介護予防の推進を目的とす
る。

１：高齢者

全3回冬実施予定。　介護予防、ロコモ予
防のためハマトレの紹介、口腔ケア、栄養
について講話と演習を通して、自分の身体
と生活習慣を振り返り、セルフケアに取組
む。

3 57
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１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを
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１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

35
認知症予防ｽｸｴｱｽﾃｯﾌﾟ
体験講座

R2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

認知症予防の取り組みの一つとしてスクエ
アステップを体験し、地域に普及をする事
を目的とする。。 １：高齢者

5/31開催予定
スクエアステップを通じて、脳活性化運動
を行う。合わせて交流を図り、認知症予防
に取組む。

1 13

36 ひざ痛・腰痛予防講座 R2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

健康づくりと介護予防の推進を目的とす
る。

５：地域

実施時期未定。
下肢筋力が弱った方に筋力をつける事で
改善が可能であるというメッセージと生活
の中で取り組みが出来るように働き掛け
る。

0 0

37 体力測定人材育成の講座 R2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

体力測定の正しい方法を学び、地域住民
自身で体力測定に取組める人材を育成す
る事を目的とする。 ５：地域

実施時期未定
バランス力、下肢筋力、握力等の測定の
方法を学び、体力測定が実践出来る地域
の人材を育成する。

0 0

38 シニアクラブへの出張講座 Ｈ30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

ケアプラザと包括支援センターの周知。
介護予防普及啓発事業や、交流事業を積
極的にPRし、必要としている住民へ情報を
届ける。
友愛活動として、閉じこもり等情報が届き
にくい方への情報提供してもらう

１：高齢者

シニアクラブ「ことぶき会」会員を対象に、
介護予防等の講座を開催する。
年3回程度。 0 0

39 単一自治会への出張講座 R2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

ケアプラザと包括支援センターの周知。
介護予防普及啓発事業や、交流事業を積
極的にPRし、必要としている住民へ情報を
届ける。 ５：地域

R元年度より包括エリアとなった弥生台エ
リアの住民に向けて、ケアプラザの役割・
機能、介護保険、認知症予防体操、消費
者被害防止等に関する講座を行い、ケア
プラザの周知をしていく。時期は、コロナの
状況を考慮しながら決めていく。

1 17

40 ハーモニーいずみ野 H28年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

地域住民の居場所づくり。介護予防・健康
増進。ボランティアの活動の場を提供す
る。

５：地域

毎月第3月曜日実施。歌声サロンとして外
部の講師を招いて歌を歌う事業だったが、
自主団体として活動を令和3年度より始め
る。ケアプラザとしては、共済事業として行
う。

8 183



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）
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３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）
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１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

41 この指止まれⅡ H29年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

閉じこもりの方の居場所になること、地域
で見守ることをコンセプトにサロンを展開し
ている。それらの活動支援のための活動
の場を提供する。

１：高齢者

毎月第2水曜日に実施。
高齢者サロンとして、「この指止まれⅡ」と
いう団体と共催で行う。
包括支援センター相談ケースや予防支援
ケースの方の外出と交流の機会を作り、ご
本人のQOLの向上と地域との関わりによ
る守り体制の構築に取組む。

9 161

42 この指止まれ R3年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

ハンディがある方も、居心地がよいサロン
を展開する。
地域の見守り。
障がいがある方でも安心してこれる居場所
の構築。

２：障害児・
者

5：地域

別の場所で行っていた活動が、令和3年度
よりいずみ野地域ケアプラザに拠点を移し
て、再開。「この指止まれ」と共催をしてい
く。
包括の見守りの方なども来れるよう関わっ
ていく。毎月15日と30日に開催。

13 118

43
いずみ野子育てサロン
ぽぽんた

H28年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

乳幼児とその保護者を対象とした子育て
サロンを展開する。

３：養育者及
び乳幼児

毎月第4水曜日に開催。
「いずみ野子育てサロンぽぽんた」と共催
していく。子育て支援ネットワーク連絡会と
も連携し、地域の子育て世代のニーズや
課題を把握していく。

7 106

44 すこやか会 H28年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

地域のエリアを限定しないで開催する高齢
者サロン
地域の方が笑顔で楽しく通える場をコンセ
プトに活動する。

１：高齢者

毎月第3木曜日に開催。「サロンいずみ野
すこやか会」と共催していく。包括支援セン
ターで関わっている、見守りの必要な方も
来られる場として継続中。

11 258

45
自主化したグループへの
後方支援（６団体）

R2年度
７：共催（１と２と
３）

２：発展させるね
らい

ケアプラザの自主事業から自主化し、グ
ループ運営を地域の方で実施していく。
自らが自主的に会を運営していくことで、
介護予防に資する事を目的とする。地域
の仲間づくりや居場所としても後方支援す
る。

１：高齢者

①ひまわりヨガ②椅子ヨガ③スマイルス
テップ④いずみ野体操教室⑤つくし体操教
室⑥スリーＡの6団体。令和3年度まで貸室
優遇。運営等での問題発生時等は相談を
受けながら、後方支援していく。

74 1274

46 お芋掘り H31年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

親子との交流の場
子育てしている親へのケアプラザの周知

３：養育者及
び乳幼児

１０月に実施予定。事業の運営について
は、子育て支援ネットワーク連絡会が主催
となる。
地域の芋畑を借り、コロナ禍の中でもでき
る子育てイベントを行う。

1 25



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

47
親子　絵手がみ教室
（夏講座）

Ｒ1年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

夏休みの子ども居場所づくり
親子の交流の場

４：子ども・青
少年

親子で行う絵手がみ教室
講師は地域のサロンで講師役をしている
方にお願いをする。
７～８月開催予定

1 8

48
親子　焼き絵教室
（夏講座）

Ｒ31年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

夏休みの子ども居場所づくり
親子の交流の場

４：子ども・青
少年

親子で焼き絵を作成する。
講師は団体Ⅱの登録団体。
大人向け講座で人気だったため、
子ども向けにも実施。
７～8月開催予定

1 13

49 お出かけカフェ R2年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取り
組み

外出支援ボランティア「お出かけサポー
ター」と外出支援を利用される方等の顔の
見える関係づくりを進めるために、毎月カ
フェを開催し、将来的には高齢になっても
安心して生活し続けるための人間関係の
構築と地域づくりを目指す。

１：高齢者

４月・８月以外は毎月　第１土曜日の午後
１時３０分～１時間。
体操・習字・折り紙(貼り絵）・レコード鑑賞
等のコーナーを設営し、好きな活動に参加
していただき、ボランティアも一緒に楽しむ
会となっている。職員が心配と感じる方に
ついては包括支援センター職員へ繋ぎ、
相談等も受けている。

7 218

50
お出かけサポーター定例会
企画会

RR4年度
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させるね
らい

外出支援ボランティア「お出かけサポー
ター」のサポーター同士信頼関係の構築
と、ケアプラザ職員や関係機関との連携を
図る。
主体的な活動となるように、組織化させ、
地域への活動をさらに広げられるよう支援
する。

５：地域

毎月、第１土曜日に定例会を開催し、包括
支援センターや介護事業所からの外出支
援希望の個別相談事例についてボラン
ティアと調整する。必要に応じて、企画会
を開催し、「お出かけカフェ」の内容を話し
合う。

44 349

51 シニアクラブ支援 H29年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取り
組み

シニアクラブに定期的に訪問し、地域ケア
プラザの機能等の周知や顔の見える関係
づくり １：高齢者

シニアクラブ開催日に訪問
地域情報等を共有する。 56 772



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

52 いずみ野手芸クラブ 令和3年度
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させるね
らい

コロナ禍の自粛により、自宅に閉じこもり
がちの高齢者の居場所の必要性を感じ、
参加者が得意な事や興味のある内容を試
行的に小規模のグループ活動として開始
し、高齢者の居場所として発展させるため
に第１弾として開始する。

１：高齢者
月２回の16：00～17：00の比較的、貸室が
空いている時間に設定している。
現在は数名の参加者の都合日で実施。

16 83

53
和泉北部連合主催
ICT講座

令和3年度 ５：共催（１と３）

和泉北部連合が主催するICT講座のお手
伝い。地域に向けて和泉北部連合内でも、
これから会議等でも取り入れることができ
れば、手段が拡がっていくことから着手。

夏頃に初回を計画中だったが、
秋にずれ込み、10月、11月に開催する。 3 27

54 いずみ野手話クラブ 令和3年度
３：生活支援体
制整備事業

コロナ禍の自粛により、自宅に閉じこもり
がちの高齢者の居場所の必要性を感じ、
参加者が得意な事や興味のある内容を試
行的に小規模のグループ活動として開始
し、高齢者の居場所として発展させるため
に第2弾として開始する。

6 35

55 単位自治会活動への支援 令和3年度
７：共催（１と２と
３）

単位自治会に定期的に訪問し、地域ケア
プラザの機能等の周知や顔の見える関係
づくり 7 479

56 小学生の書初め 令和２年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

冬の長期休みの際に、地域の方とも触れ
合え、冬休みの宿題も関わることができる
ため、行っていく。

1月の最初の日に行う。
講師は地域のボランティアにお願いし
交流を図りながら、楽しんで書道を
していく。

1 13

57 大学生とスマホ講座 令和３年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取り
組み

世代間交流を含めた、福祉活動のために
行う。スマホをマンツーマン対応で教えてく
れるため、充実感や達成感を得られる。

区と共同で行う、スマホ（ICT講座）。専門
学校生が高齢者との触れ合いを目的とし
て、開催する。

1 4



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

58 座って体操・座ってボッチャ 令和３年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取り
組み

虚弱な高齢者が参加できる居場所として
作っていく。 お出かけカフェがコロナまん延防止のため

中止となり、急遽、高齢者の居場所として
開催した。

2 30

59 スリーA体験講座 H29年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

認知症の事を知り、生活の中で明るく頭を
使って体操できる志向を持つスリーAを体
感していただくための講座。

かたつむりの会の方に来ていただき、その
活動と体験できるものを一般の方に一緒
に行っていただく。

3 34

60

61

62

63



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

24,754,000 24,754,000 24,754,000 0 横浜市より
154,000 154,000 154,000 0 横浜市より

5,802,000 5,802,000 5,802,000 0 横浜市より
0 0

0 0

2,033,500 5,000 2,028,500

0 0 0 66,606 △ 66,606

0 0

0 0

0 66,606 △ 66,606

2,033,500 2,033,500 2,033,500

32,743,500 0 32,743,500 30,781,606 1,961,894

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

28,822,500 0 28,822,500 27,340,872 1,481,628
19,051,722 19,051,722 15,396,976 3,654,746
3,523,183 3,523,183 3,647,098 △ 123,915
2,703,144 2,703,144 7,568,883 △ 4,865,739

58,855 58,855 44,930 13,925
26,250 26,250 27,374 △ 1,124 ハマふれんど

628,538 628,538 653,549 △ 25,011
2,830,808 2,830,808 2,062 2,828,746
634,000 0 634,000 1,693,504 △ 1,059,504

23,000 23,000 42,295 △ 19,295
90,000 90,000 209,079 △ 119,079
10,000 10,000 0 10,000
50,000 50,000 207,068 △ 157,068

210,000 210,000 644,050 △ 434,050
0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0
0 0 0

10,000 10,000 10,000
18,332 18,332 38,792 △ 20,460
15,000 15,000 22,633 △ 7,633
21,000 21,000 31,092 △ 10,092

201,668 201,668 81,074 120,594
0 0 440 △ 440

8,000 8,000 6,000 2,000
0 0 410,981 △ 410,981

2,258,000 0 2,258,000 947,498 1,310,502
630,000 630,000 630,000 0 予算：指定額

1,120,000 1,120,000 49,840 1,070,160
154,000 154,000 153,318 682
354,000 354,000 114,340 239,660 予算：指定額

0 0
903,000 0 903,000 646,030 256,970
304,515 304,515 329,190 △ 24,675
166,320 166,320 158,004 8,316
28,233 28,233 28,236 △ 3

109,863 0 109,863 130,600 △ 20,737
空調衛生設備保守 76,230 76,230 76,228 2
消防設備保守 12,566 12,566 12,566 0
電気設備保守 12,751 12,751 12,706 45
害虫駆除清掃保守 8,316 8,316 8,316 0
駐車場設備保全費 0 0 0
その他保全費 0 0 20,784 △ 20,784

0 0 0

294,069 294,069 294,069
126,000 126,000 126,000 0 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0

32,743,500 0 32,743,500 30,753,904 1,989,596
0 0 0 27,702 △ 27,702

0 0 0 5,000 △ 5,000
1,628,000 0 1,628,000 317,498 1,310,502

△ 1,628,000 0 △ 1,628,000 △ 312,498 △ 1,315,502

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他
支出合計

差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

指定管理料【生活支援】

令和３年度　「いずみ野地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】



年４月１日～　　　年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

3,142,758 3,000,916 141,842 5,224,586 5,470,957 -246,371 5,597,900 6,283,716 -685,816 0 0

0 0 0 0 10,000 -10,000 250,630 339,124 -88,494 0 0 0 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

認定調査委託料 0 0 250,630 87,450 163,180 0 0

原案作成（内部） 0 0 134,570 -134,570 0 0

原案作成（外部） 0 0 51,480 -51,480 0 0

寄付（物品） 0 0 0 0 0

その他 0 10,000 -10,000 65,624 -65,624 0 0

3,142,758 3,000,916 141,842 5,224,586 5,480,957 -256,371 5,848,530 6,622,840 -774,310 0 0 0 0 0 0

446,641 333,819 112,822 446,642 446,642 0 8,988,587 8,713,292 275,295 0 0

268,017 150,000 118,017 268,017 169,369 98,648 1,126,280 1,134,037 -7,757 0 0

0 35,750 -35,750 35,750 -35,750 160,740 116,575 44,165 0 0

0 0 0 0 0 0 0

2,056,625 2,170,525 -113,900 3,699,835 3,728,827 -28,992 0 29,992 -29,992 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 2,056,625 2,170,525 -113,900 3,699,835 3,578,133 121,702 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 150,694 -150,694 29,992 -29,992 0 0

2,771,283 2,690,094 81,189 4,414,494 4,380,588 33,906 10,275,607 9,993,896 281,711 0 0 0 0 0 0

371,475 310,822 60,653 810,092 1,100,369 -290,277 -4,427,077 -3,371,056 -1,056,021 0 0 0 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和３年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：いずみ野地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

この事業区分により難い場合は、列の追加や統合

をしていただいて結構です。



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

18,914,000 18,914,000 18,914,000 0 横浜市より

0 122,500 △ 122,500

0 0 0 248,525 △ 248,525

0 55,870 △ 55,870

0 6,503 △ 6,503

0 186,152 △ 186,152

59,500 59,500 59,500

18,973,500 0 18,973,500 19,285,025 △ 311,525

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

12,087,500 0 12,087,500 11,273,621 813,879

8,914,334 8,914,334 8,046,596 867,738

945,104 945,104 1,098,685 △ 153,581

656,352 656,352 1,867,440 △ 1,211,088

68,228 68,228 46,448 21,780

6,750 6,750 7,126 △ 376 ハマふれんど

194,656 194,656 202,988 △ 8,332

1,302,076 1,302,076 4,338 1,297,738

1,085,000 0 1,085,000 1,737,662 △ 652,662

15,666 15,666 14,946 720

170,000 170,000 288,192 △ 118,192

42,000 42,000 8,303 33,697

90,000 90,000 103,534 △ 13,534

326,640 326,640 594,571 △ 267,931

21,120 0 21,120 21,120 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 21,120 21,120 21,120 0

その他 0 0 0 0

50,000 50,000 161,700 △ 111,700

10,000 10,000 0 10,000

18,331 18,331 39,892 △ 21,561

10,774 10,774 10,765 9

29,330 29,330 29,676 △ 346

187,777 187,777 66,799 120,978

26,300 26,300 440 25,860

40,000 40,000 25,834 14,166

83,848 83,848 371,890 △ 288,042

1,930,000 0 1,930,000 600,087 1,329,913

0 0 0 0 予算：指定額

1,930,000 1,930,000 600,087 1,329,913

0 0 0

3,397,000 0 3,397,000 2,430,330 966,670

1,445,553 1,445,553 1,238,382 207,171

625,680 625,680 594,396 31,284

106,214 106,214 106,212 2

413,287 0 413,287 491,340 △ 78,053

空調衛生設備保守 286,770 286,770 286,772 △ 2

消防設備保守 47,274 47,274 47,274 0

電気設備保守 47,969 47,969 47,794 175

害虫駆除清掃保守 31,274 31,274 31,284 △ 10

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 0 0 78,216 △ 78,216

0 0 0

806,266 806,266 806,266

474,000 474,000 0 474,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0

18,973,500 0 18,973,500 16,041,700 2,931,800

0 0 0 3,243,325 △ 3,243,325

0 0 0 122,500 △ 122,500

1,930,000 0 1,930,000 600,087 1,329,913

△ 1,930,000 0 △ 1,930,000 △ 477,587 △ 1,452,413

0 0 0 6,503 △ 6,503 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

21,120 0 21,120 21,120 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 21,120 0 △ 21,120 △ 14,617 △ 6,503
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和3年度　「いずみ野地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他
支出合計

自主事業費　支出

差引

自主事業費　収入

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他




